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●この製品は「産業用」です。 
取り扱いには十分注意してください。 

●この取扱説明書をよく読んで正しくお使いくだ

さい。 
●取扱説明書は、お使いになる方がいつでも見られ

るところに必ず保管してください。 

注意  
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使用上の注意 
●本ソフトウェアは法律により保護されています。本ソフト

ウェア及び取扱説明書の全部または一部を無断で複写ま

たは転載することは、禁止されています。 
●本ソフトウェアを使用して得られた結果については、いか

なる内容であっても責任を負いかねます。 

●本ソフトウェアは、不備がないように注意して作成しまし

たが、万一不備がありました場合はご容赦いただきますと

同時に、ご連絡いただきますようお願い申し上げます。 
●このソフトウェアの内容および仕様等は予告なく変更す

ることがあります。あらかじめご了承ください。 

 

概要 

ソフトウェアの概要
本ソフトウェアは、弊社フリークーリングモジュール型エ

コハイブリッドチラーFCMC55A(※)に対し、イーサネット

LAN 経由で各種運転状態のデータを CSV 形式のファイルに

保存し、警報発生時にメール送信することができます。 

※モジュールコントローラに対応します。 

グループコントローラ及び FCMC55A 本体は非対応です。 

 

 

 
通信前の準備 

ソフトウェアをインストールする
1．インストールファイルのダウンロード 

弊社ホームページから「稼働データ収集ソフト FCMC55A」

をダウンロードします。 

 

2．インストールの開始 

ダウンロードした zip ファイルを右クリックし、「すべ

て展開」（解凍）してください。 

展開後「setup.exe」をダブルクリックするとインストー

ルが開始されます。 

 

 

 

 

3．稼働データ収集ソフト FCMC55A ウィザード 

(1)ウィザードの開始 

「稼働データ収集ソフト FCMC55A」ウィザードダイア

ログが表示されます。 

→表示内容を確認して、「次へ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)アプリケーションのインストール先の選択 

「アプリケーションのインストールフォルダの選

択」ダイアログが表示されます。 

→「インストール先フォルダ」を確認して、「次へ」

をクリックします。 
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(3)インストールの開始 

→内容を確認して、「次へ」をクリックします。 

※ユーザーアカウント制御に関する警告が出た場合

には、「はい」をクリックしてインストールを継

続してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)インストールの実行 

インストールの進行状況が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5)インストールの完了 

「稼働データ収集ソフト FCMC55A」ウィザード完了の

ダイアログが表示されます。 

→インストールが完了しました。表示内容を確認し

て、｢閉じる｣をクリックします。 
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4．ショートカット自動生成 

インストールが完了すると右記にショートカットが自動

生成されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①デスクトップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②スタートメニュー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



通信前の準備 

5 

製品と変換器とパソコンを LAN ケーブルで接続する
製品の通信コネクタと変換器（お客様手配）を通信ケーブル

で接続します。 

(1)変換器とパソコンを、スイッチングハブを介して接続す

る場合、LAN ケーブル（ストレート）で接続してくださ

い。 

接続変換器台数：最大 16 台 

 

※製品の通信コネクタの場所やピン配置については、製

品の取扱説明書をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

変換器の推奨品は以下の通りです。 

(1)LAN 基板 

弊社製品オプション品 

※型式及び、接続方法や仕様等については製品の取扱

説明書をご覧ください。 

(2)インターフェイスコンバータ 

LINE EYE 製 SI-65A 

※仕様やオプションは株式会社ラインアイのホームペ

ージにてご確認ください。 

※変換器のディップスイッチ設定にて終端抵抗を接続

してください。 

※末端の製品の RX+1 と RX-1 間、及び TX+1 と TX-1 間

にそれぞれ終端抵抗（100Ω,1/2W）を接続してくだ

さい。 

 

 
 

 

スイッチングハブ

パソコン

LANケーブル
(ストレート)

変換器

LAN基板
オプション品

･･･最大１台
１台目

デバイスアドレス
Ｎｏ.００

モジュールコントローラ

最大16台

・
・
・

１台目

デバイスアドレス
Ｎｏ.００

デバイスアドレス デバイスアドレス デバイスアドレス
Ｎｏ.０１
２台目

Ｎｏ.０２
３台目

Ｎｏ.０３
４台目

ＳＩ-65Ａ

RS422A/485

末端まで100m以内

デバイスアドレス
Ｎｏ.３１
３２台目

･･･最大32台

ＲＳ４２２Ａ／４８５

モジュール
コントローラ

モジュール
コントローラ

モジュール
コントローラ

モジュール
コントローラ

モジュール
コントローラ
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操作方法 

ソフトウェアを起動する 
「稼働データ収集ソフト FCMC55A.exe」アイコンをダブルク

リックすると、通知領域内にアイコンが表示されます。 
ソフトウェアのメイン画面は表示されません。 
 
 
 
 
 

※上記操作は以下の場合に必要になります。 
・インストール直後の起動 
・スタートプログラムから削除した場合の起動 
・ソフトウェア終了後の再起動 

※初期設定ではパソコンの起動で自動起動します。 
（自動起動が不要の場合は、スタートプログラムか

ら削除してください） 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

通知領域内のアイコンをダブルクリックすると、メイン

画面が表示されます。 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
通信の設定 
1．通信設定画面を開く 

メイン画面の通信したい機器 No.の「設定」をクリック

します。 

※通信設定は通信したい機器 No.毎で必要になります。 

※通信中は通信設定できませんので、通信を停止してか

ら行ってください。 

 

2．通信設定 

(1)設定項目名称 

(a)LAN 接続先名称 

(b)IP 

(c)Port 

(d)通信周期 

(e)「確認」ボタン 

(f)接続製品選択 

(g)「OK」ボタン 

(h)「キャンセル」ボタン 

(i)「設定削除」ボタン 

(j)CSV データ保存選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(a) 
(b) 

(c) 
(d) 

(e) 

(f) 

(g) (h) 
(i) 

(j) 

通知領域 
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操作方法 

(2)設定項目の説明 

(a)LAN 接続先名称 

メイン画面の LAN 接続先名称及び、保存ファイルの名称に使用されます。 

※以下の文字を使用することはできません。 

[ “ ]:二重引用符（ダブルクォーテーション）    [ . ]:ピリオド 

[ > ]:大なり記号（不等号）            [ , ]:カンマ 

[ < ]:小なり記号（不等号）            [ / ]:スラッシュ 

[ | ]:縦線（バーティカルライン）         [ : ]:コロン 

[ \ ]:円記号（バックスラッシュ含む）       [ * ]:アスタリスク 

[ _ ]:下線符号（アンダーバー）          [ ? ]:クエスチョンマーク 

 

(b)IP 

接続する LINE EYE 変換器、LAN 基板の IP アドレスを入力します。 

※IP アドレスを重複して設定すると、通信が正常に行えません。 

※LINE EYE 変換器の設定方法は以下をご覧ください。 

・「LINE EYE の取扱説明書」 

・「LINE EYE 変換器 設定手順書（SI-65A、LA-5P-P(G)）」 

※LAN 基板の設定方法は搭載している製品の取扱説明書をご覧ください。 

 

(c)Port 

接続する LINE EYE 変換器、LAN 基板の Port 番号を入力します。 

LINE EYE 変換器の場合は「10001」、LAN 基板の場合は「50000」を入力してください。 

※詳細は、各取扱説明書をご覧ください。 

 

(d)通信周期 

通信周期を選択します。 

選択できる通信周期は「5 秒」、「10 秒」、「20 秒」、「30 秒」、「1 分」、「2 分」、「5 分」、「10 分」、「30

分」、「60 分」です。 

但し、LAN 接続先の接続台数に応じて選択可能な通信周期の最短時間が変わります。 

8 台以下：5秒 

9 台～16 台：10 秒 

17 台～32 台：20 秒 

※通信周期が短い場合、正常にデータ収集できないことがありますので、その場合は通信周期を長くしてください。 

 

(e)「確認」ボタン 

(a)～(d)で設定した状態で通信を行い、接続先機

器から情報を取得します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

接続先からの情報：OK 

対象のデバイス 
アドレスの製品が 
未接続状態 

変換器と接続できない 
（通信できない）場合は

表示がありません 
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操作方法 

(f)接続製品選択 

接続するデバイス No.の製品名を入力し、通信したいデバイス No.の「選択」に✓をいれると通信可能になります。 

※「接続先からの情報」が「未接続」や「空欄」及び、製品名が未入力の場合、「選択」できません。 

 

(g)「OK」ボタン 

入力した内容を保存してメイン画面に戻ります。 

 

(h)「キャンセル」ボタン 

入力した内容を破棄し、前回設定のままメイン画面に戻ります。 

 

(i)「設定削除」ボタン 

現在設定を削除し、設定を初期状態に戻してメイン画面に戻ります。 

 

(j)CSV データ保存選択 

CSV データを「保存する」、「保存しない」を選択します。 

 
CSV 保存先の設定 
メニューバーの「設定」→「CSV 保存先」でフォルダダイアログが

表示されますので、保存先フォルダを選択してください。 

 

実際の CSV データは下記ルールに従ったフォルダに保存されます。 

 

\DATAS  <-- 選択したフォルダ（デフォルト：実行フォルダ\DATAS\） 

 \01_ABC001 <-- LAN 接続先 No_LAN 接続先名称 

  \03_FCMC55A <-- 通信デバイスアドレス_製品名 

   20210521_01_ABC001_03_FCMC55A_No*.CSV 

   01_ABC001_03_FCMC55A_FCMC55A-CSV1.txt 

 

 

 

メール設定 
1．通信設定画面を開く 

メニューバーの「設定」→「メール設定」をクリック 

 

2．メール設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用する SMTP サーバの設定項目などは、ネットワーク管

理者によく確認した上で入力してください。 

 

 

 

 

 

 

3．テストメール送信を行う 

「テストメール送信」をクリックすると設定した内容で

テストメールを送信します。 

 
 

 
テストメールの本文には（このメールは「稼働データ収集

ソフト FCMC55A」よりテストメールとして送信されました。）

と追記されます。 

 

 

 

 

(a) メール通知条件を選択します。 

[通知なし]メール通知を行いません。 

[E警報発生時]E警報発生時にメール通知します。 

[C・E警報発生時]C注意またはE警報発生時にメール通知します。 

(b) メール送信に利用するSMTPサーバのホスト名を入力します。 

(c) メール送信に利用するSMTPサーバのポート番号を入力します。 

(d) SMTP-AUTH認証時のユーザー名を入力します。 

(e) SMTP-AUTH認証時のパスワードを入力します。 

(f) 送信元メールアドレスを入力します。 

(g) Eメールの送信先メールアドレスを入力します。（最大 3件） 

(h) 送信するEメールのタイトルを入力します。 

(i) 送信するEメールの本文を入力します。 

自動で作成されます 

(a) (b) (c) (d) 

(f) 

(g) 

(h) 

(i) 

(e) 
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操作方法 

ブラウザ閲覧設定
「ブラウザ閲覧ソフト」を別途ダウンロードすることによ

り、本ソフトウェアの画面をブラウザ上で閲覧することが

できます。詳細は「ブラウザ閲覧ソフト」の取扱説明書を

ご覧ください。本書では本ソフトウェアの設定方法のみ記

載します。 

 

1．メニューバーの「設定」→「ブラウザ閲覧設定」をクリ

ックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．ブラウザ閲覧設定 

(a)ブラウザ閲覧選択（初期値：しない） 

する ：ブラウザ用データが出力されます。 

しない：ブラウザ用データは出力されません。 

(b)ブラウザ用データ名称 

（初期値：稼働データ収集ソフト FCMC55A.png） 

ブラウザ用データの保存名称を入力します。 

拡張子は png です。 

(c)ブラウザ用データ保存先 

「…」ボタンをクリックして、ブラウザ用データの

保存先フォルダを選択します。 

(d)「OK」ボタン 

設定した内容を保存してメイン画面に戻ります。 

(e)「キャンセル」ボタン 

設定内容を破棄し、前回設定のままメイン画面に戻

ります。 

 

3．ブラウザ用データの更新周期は 30 秒です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(a) 

(b) 

(d) (e) 

(c) 
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操作方法 

通信の開始／停止 
1．通信の開始 

通信設定完了後、通信したい機器 No.の「通信開始」を

クリックすると製品との通信を開始し、各種制御状態の

データ保存を開始します。 

 

2．通信の停止 

通信を停止したい機器 No.の「通信停止」をクリックす

ると通信を停止します。 

 

3．通信状態 

送信、受信等を「通信状態」に表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バージョンの確認 
メニューバーの「ヘルプ」→「バージョン情報」で「稼働デ

ータ収集ソフト FCMC55A」のバージョンを確認できます。 

確認後は「OK」をクリックでメイン画面に戻ります。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
CSV 保存先の確認 
メニューバーの「設定」→「CSV 保存先確認」でダイアログ

が開き、保存先を確認することが出来ます。 

確認後は「OK」をクリックでメイン画面に戻ります。 

※保存先の変更方法は「CSV 保存先の設定」をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※画像は一例です。 
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画面の最小化 
「最小化」をクリックすると、タスクバーからアイコン

が消え、通知領域にアイコンが表示されます。 

再度、画面表示させる場合は、通知領域内のアイコンを

ダブルクリックしてください。 

 

※「ブラウザ閲覧選択：する」に設定した場合は、画面を

最小化してもブラウザ用データ出力時に画面が表示され

ますので、最小化せず最背面にてご使用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ソフトウェアの終了 
メニューバーの「ファイル」→「終了」で「稼働データ収

集ソフト FCMC55A」を閉じます。 
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操作方法 

CSV データ 
「CSV 保存先の設定」で記載してあるルールに従ったフォル

ダに CSV データが保存されています。 

CSV データは No0,1 に分割され、「年月日」「時刻」及び各

種データが保存されています。 

データの詳細は弊社ホームページのオリオン IoT システム

のソフト紹介と早見表の「CSV データ一覧表（FCMC55A）」

をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本ソフトで収集中の CSV データを開く場合は読み取り専用

で開いてください。 

読み取り専用で開かないと、CSV データを開いている間はデ

ータが収集されません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テキストデータ 
CSV データと同一のフォルダにテキストデータが保存され

ます。最新データのみがカンマ（,）区切りで保存されます。 

 

 

 

 

 

 

 

データの並びは CSV データと同一で、「No0 のデータ,No1

のデータ」となります。 

 

 

 

 

 

 

 

仕様 

 

 

 

 

 

 

 

対応パソコン 

（OS） 

Windows11（64bit） 

Windows10（64/32bit） 

Windows8.1（64/32bit） 

表示機能 通信状態のみ 

本機の最大接続台数 
16 台 

（最大 16 台のインターフェイスコンバータ（LAN 基板含む）を、パソコン 1台で管理可能） 

データ保存機能 

設定温度、測定温度、運転状態 等 

CSV 形式（カンマ区切りテキスト形式ファイル） 

※保存データの詳細については「CSV データ一覧表（FCMC55A）」をご覧ください。 

最短データサンプリング周期 5 秒 ※LAN 接続先の台数に応じて最短周期は変化します。 



 

 

NOTE 
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